
あぶくま信用金庫の環境への取組みについて

あぶくま信用金庫は、住みよい社会を次世代に引き継いでいくため、

環境に配慮した事業活動を行っていくことを宣言し、活動しています。

【福島県との「福島議定書」の締結】

自ら目標を定めて地球温暖化対策の実施を福島県知事と「議定書」として取り

交わし、省資源・省エネルギーや地域の環境保全活動などに取り組んでおります。

【SDGs への取組み】

令和 2 年 4 月に福島県内 8 金庫は、

SDGs 共同宣言を公表し、福島県の持続的

な発展に向けて、「地域経済」、「地域社会」、

「地域環境」の３つを重点テーマとして、

８金庫が連携して取り組んでおります。

（ＳＤＧs 活動方針「地球環境」）

〇地球温暖化防止対策推進のため「福島議定書」への参加

〇一斉クリーン作戦の共同実施

〇クールビズ・ウォームビズの共同実施

〇災害用備蓄品の配備

〇ペーパーレス化への取組

【環境にやさしい融資商品】

地球環境にやさしいエコカー（ハイブリット車・電気自動車等）購入の方には

ローン金利の優遇を行っております。

【ＬＥＤ照明の導入】

本部および一部店舗では、照明器具をすべてＬＥＤとし、電力使用量とＣＯ2

の削減により、地球環境へ配慮した店舗としております。

【クールビス・ウォームビズの継続的な実施】

平成 20 年度よりクールビズ・ウォームビズを継続的に実施し、本部および各

店舗の空調設備の温度設定に努めております。

また、令和 3 年度より多様性を認める職場環境を整えるため、服装について一

定のガイドラインを設け、ＴＰＯに応じた「ビジネスカジュアル」を導入してお

ります。

賛同し地域社会の一員として各金庫の経営理

念および地域特性を踏まえながら福島県の地

域経済の持続的発展に向け連携して取り組む

ことを宣言します。

『 宣 言 』

福島県内の８金庫は、ＳＤＧｓの目指す理念に

福島県８金庫『ＳＤＧｓ共同宣言』



【ペーパーレスの推進】

令和元年度よりペーパーレス会議システムを導入したほか、令和 3 年度から

はセミナーの開催案内等を郵送からデジタル（しんきん direct）に切り替える

ことで、ＯＡ用紙の削減に努めております。

【植林による海岸地域の防災・減災ならびに環境美化】

平成天皇・皇后陛下のご臨席のもと平成 30 年に開催された「第 69 回全国

植樹祭ふくしま 2018」をはじめとした地域の植樹祭に参加し、海岸地域の防

災・減災ならびに環境美化運動を行っております。

  

【グリーンボンドへの投資】

企業や地方自治体等が、国内外のグリーンプロジェクトに要する資金を調達

するために発行する債券「グリーンボンド」への投資を通じて、社会的役割を

果たします。


